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1　 緒言

商張 力鋼 1くおげ る疲鼡き裂の 彪 生 と伝 は『に つ 、｝て

近畿K 学理 工 学部 木下秀雄

o 襄歴夜文

蔭山 幹雄

　虻L＃高張．力鋼 1ま癒1妾構造舜勿と し て 益こQ 壷要視 さ 敢 て きた 。 本幸艮で
’
は 高張力鋼（HT80）

お よび軟鋼 （S鬥41B）に っ 、） て両 勅 の 疲 温き裂 発 生伝 ぱ特性 ぎ検討する と 共に
， 走査電

纐 微鏡（SE図）1く よリ剖敢現象き検討赫 。

　 2 試験 片お よこ乙バ実：験方法

　試験1片材料 と しては wES135 　Hw70ma 当の HT80お よび JIS（君 106蜆足の SM4f 　B （機誠的

性 贊お よび化 学成分 ぎ表1 お よ び 衰 2 に 示 し
，

以 下HT80 耄　HT，材 ，
　SM41 　BPt　srvl材と 略

す）で ある 。 試験
』
片は図 1 に 示すように 片側切 欠 き試験 片で切 欠 き探 さ 1．5mm ， 切 尺

き先］端半径 03mvn
，
05mvn お よび 1．Omm と して実験 1（イ共し た．。 疲 れ 試験識 と し て は 準共

振型 齔 斌 繭 鯉 万倉腋 幅 験椥 F−500型 （片派 リ荷重駄 1000kg
，
繰 返 呶

ioOOrpm）きイ吏用 し た 。 また疲 叭破面 の 観糸・に は 走査電予頭微 鏡（MiNl−SEM6 型）き便

用 した 。疲 敵 き裂の 港生 お よ び伝 ぱ状態左測 定すう た め に 超者戚検査法 と X 鰍 査

法 左繰返 し数｛000 〜 1（nm 回 ご と に 4i・ た 。 なお 負荷形 式は 片坂 リ引張 リて
’
あ る 。

　3 実験績 果お よ び老楽 　 　 　 　 　 　 　 劃 HT8蝋 棚 ・顱 およv・1、4th・．．

　　 3．1　σ」 N曲 線．ξ 図 ｛に 示 し k 切 欠 き試験 片の （r−N
曲線 ぎ図 2 に 示す 。 図 2 よ リ HT 属て

“

は切 欠 き先端半彳杢の

減少 と 共 に 疲雌 さ鵡 激 砿 下し
，P・・．S．，． fSkZU ；HTM およ

び SM材共 ほ ぼ同じ疲 爪強 さ で ある 。 しガ し蒟肉力部 で眩

HT材の 肩意性 が朗 らか に 蟄W ）らM る 。

　　 3．2　応 刀集中率
1）
（圦 下 CX．と 1略す）と 切 欠 き係教 （

以 下 βと 酷 す）と の 関僚 ； おの おの の 切 欠 き先旆半彳蚤に

対するα と βの 閧簾 図 3 に ホ す ． 図 3 よ ・

川 T勘 方が

切 欠 き に 対 し て 敏．感である こ と が わ か る 。

　　 3．3　 き裂の 発生お よ び 伝 ぱの碓 認 ：各種検査1去に

よ る き裂の 発生 お・ よぴ伝 ぱの雍議 状趣 図4 に 示 す 。図

4 に お ・｝ て （i）1ま超音琵皮．隷査莞…に よ る 堆 定き製 」長さ
ノ

cib　1ま

X線鹸こ査ヲ去に よ る き裂
」
畏さ 2〜・よひごGii）は読、取 1

♪顕微鏡 1く よ　　
一

る き裂長 さ の 変化 て
一L
あ う ． ま探〔iii）の 読 取 1

願 微鏡 か ら求 　 　 ρ mm 。 1 。 ・ 1。

脈 綴 伝 ぱ逮度d燃 腕 力拡 燃 放鞭 △ K2
’
と の 関孫 　 ． 卿 麹

を示 したの が図 5 で
’
あろ 。

薗 4 お よび
’
図 5 よ OHT材 の 場　　図 1 試験 片形柑 法

合き裂が早 く発生（超音疲検査羝 Z・確 認）する が 初期 の イ云ぱ速度が遅 く
，
あう

一定の長さ

に 至 っ Z カ
、

らd且／臼Nニ c （△K）
m
〔j弋ヰ7 （：およa”　m ：1定著攵コ

・一一一（li）
3）
1ζ従うイ云 1ず速 度 e な う　。 こ ｝八に

対 し てs凹材 ぞ iまき 裂の 発｝生 は遅 、》 が すぐ
・
に 式（D に 従 うイ云 ぱ速度 と な リ，破．断に 至 る 。

　　3・4　走査電 子顕微鏡 に よ る破 面観、桑 ：鋭 、｝切 欠き材 に ぱ 第 1 段階 1す褥在 せ ず
すぐ ・ 第鍛 階 櫛 まる と い う報幽 あう が 嫉 験 内に 拙 て倣 力（麗 0鴇砌 で
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は 写真 1 に 示 すよ うに HT材 お よ び S門材 の 切 欠 き 試鴃 片に S’　ii て も疲 畝 き袈の 第 1段

階は 確認 こ1激
，
囘 一応 刀 に お い てその 面績率は HT 材の 方 が 大 き s ｝ 。 こ の こ と は 上 記

齟 a3き支埼 し Z ・、 る ．まに 写真 21・ 示 すよ う 1こ 商応 刀（σ・ 28kg 緬
’

）に お 、） てHT

材 Z・は第 椴 P皆が訊 め う鵬 の Z・
・
励 が ． 軟鑼 で は 顰性変形 の筱すぐ

・
［沸 2 段 階 へ

と 進展 し て 、1 る
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　4 縦 弖　 　 　 　 　 写 真 2 き裂雛 部躪 （黻 刀）

　　4 ，i　HT
‘
材 1＄SM材 に 比 較 して 切 タ1 き に 敏 屐垂｝で

「
あ る 。

　　4．2　HT 耕の 婁易合 き裂が早 く発生 すうが 丿初其月の イ云、ボ速 度 が遅 ・ 、
。

こ 淑 に 対 し て

SM 材 で は き裂の 捲生 は遅 、 1 が すぐ
・
に d2／dN＝ c（△ K）

m
〔式中dP／td

　N ；き裂伝 ぱ速一度（rornxcγcle）△K
： 応 力拡 尺係 数嬪乞囲（kEYin  L

　rnm
』i），　C あ・よひ

’ m ： 定 数〕に 従．うイ云 1ず速度 と な リ故 断 に 至 b 。

こ の こ と ・壊 査電予顕教鏡 に よ る破 面観察力
・
らも堆 剰 で き る 。

　な お 商張力鋼瘠・接継 手試験 片に つ 、｝ Z の 条盲果 ll議1費当 日発 表すう予定で あう 。
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